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研究成果の概要（和文）：　この研究では、慢性疼痛を患っている人々が日々曝されているストレス（慢性スト
レス状況）に対する研究です。そして、その目的は、慢性疼痛患者が抱えている慢性ストレスを低下させ、その
結果、疼痛の主観的症状の緩和することです。そのために、本研究では、ストレスに対するコーピング（対処行
動）の柔軟性に焦点を当てました。コーピングの柔軟性は、「ストレス状況に応じて、コーピング方略を柔軟に
用いる（変化させる）能力」を意味します。
　最終年度には、申請書通り、主に、①実験によるアプローチ、②縦断的質問紙研究、③介入研究に向けての予
備研究によって、上記の目的を達成しました。

研究成果の概要（英文）：This study is a study of the stress to which people suffering from chronic 
pain are exposed on a daily basis (chronic stress situations). The goal is to decrease the chronic 
stress that chronic pain patients are under and thus alleviate the subjective symptoms of pain. To 
this end, this study focused on flexibility in coping with stress. Coping flexibility refers to "the
 ability to flexibly use (change) coping strategies in response to stress situations.
In the final year, as per the application, the above objectives were achieved mainly through (1) an 
experimental approach, (2) a longitudinal questionnaire study, and (3) a preliminary study for an 
intervention study.

研究分野：行動医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の重要な意義は、慢性疼痛に関して、心理的アプローチに期待が寄せられているという点です。加え
て、多くの人々が慢性疼痛を患っており、その内の多くが医療機関を受診していないことから、本研究結果の波
及効果は大きいと考えられます。
　本研究の副次的成果として、すでに収集している慢性うつ病患者のデータと比較することで、神経生理学的に
類似したメカニズムを持つ、慢性ストレス、慢性疼痛、慢性うつ病との間の心理学的類似性や相違性を明らかに
できました。さらなる展開として、慢性疼痛を患っている人々のQuality of Life向上に貢献する知見が得られ
る可能性もあります。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
  
 慢性疼痛を患っている人々は、がん・心疾患・糖尿病患者の総数より多く、経済的に大きな損
失を出しています。しかも、既存の薬物の多くは慢性疼痛に対して期待されている効果をあげて
おらず、副作用を招くことすらあることが知られています。加えて、慢性疼痛を患っている人々
の多くは、専門機関を受診することなく、市販の薬や独自の方法で疼痛を緩和しています（例え
ば、慢性頭痛を抱えている 60～70%の人々が医療機関を受診せず、独自に対処しているという
報告もある）。それゆえ、慢性疼痛に対する心理的アプローチが切望されています。特に、疼痛
はストレスと神経生理学的メカニズムが類似しており、ストレス緩和による間接的な疼痛緩和
効果が期待されています。Pain 誌などの疼痛の専門誌でも、慢性疼痛に対するコーピング研究
が、毎年多数出版されています。 
 同一のストレスを経験しても、心理・身体的ストレス反応の程度や表れ方は個人によって異な
り、その個人差を説明する主要な概念のひとつがコーピングです。コーピングには複数の方略が
あります。それぞれの方略の効果は、個人が置かれている状況などによって、異なることが知ら
れており、特定の方略を用いることが、必ずしもストレスを緩和（悪化）するわけではありませ
ん。コーピングの柔軟性は、「ストレス状況に応じて、コーピング方略を柔軟に用いる（変化さ
せる）能力」を意味します。そして、コーピングの柔軟性に関する研究の背景として、以下のよ
うなことがあります。 
（a）コーピングの柔軟性仮説 
 コーピング方略はストレス状況によって変化するため、状況に応じて柔軟にコーピング方略
を用いることが、ストレスの緩和に有効であるという「コーピングの柔軟性仮説」を検証する試
みが古くから行われてきました。 
（b）多様な研究領域からの柔軟性への注目 
 10 年ほど前から、コーピング研究以外の領域において「柔軟性」に関する研究が盛んに行わ
れるようになりました（例えば cognitive flexibility、 emotion regulatory flexibility、
psychological inflexibility、autonomic flexibility）。これらの研究では、柔軟であるほど心理・
身体的に健康であること、また、慢性ストレス状況に置かれている人々の間で観察されるアブノ
ーマルな神経生理学的活動が、柔軟性の欠如と関連していることを示しています。 
 
２．研究の目的 
  
 上記の研究背景を踏まえ、本研究では、以下のような目的を立て、実行しました。慢性疼痛を
患っている人々は、疼痛によるストレスに日々曝されています（慢性ストレス状況）。本研究の
目的は、慢性疼痛患者が抱えている慢性ストレスを低下させ、その結果、疼痛の主観的症状の緩
和することです。もう少し言えば、本研究の目的は、柔軟なコーピング方略の使用が慢性疼痛に
よるストレスを緩和し、その結果、慢性疼痛の主観的症状も緩和するという仮説を実証すること
です。そのために、本研究では、上記で説明したストレスに対するコーピング（対処行動）の柔
軟性（coping flexibility）に焦点を当てました。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、上記の目的を達成するために、主に、以下の 3つの方法を用いました。これは、
科学研究費の申請書に書いた通りです。 
①実験によるアプローチ： 慢性疼痛を患っている人々を対象に、疼痛に起因した慢性ストレス
及び疼痛の主観的症状が、柔軟なコーピングによって緩和するという仮説を検証しました。より
具体的に言えば、以下のようになります。 
 ストレス課題に対するコーピング方略の変化、質問紙、唾液バイオマーカー（コットン法：コ
ルチゾール、sIgA、α-amylase など）や心拍動数（時間範囲分析と周波数範囲分析：hart rate 
variability や low-frequency/high-frequency 率など）などによって心理・身体的ストレス反
応を測定しました。課題は前回採択された研究で使用としたものと同一です。具体的には、コー
ピングの柔軟性は 2過程理論で提唱されている方法（Kato, 2012）によって測定しました。縦断
的に研究を実施することで、主観的疼痛の程度、慢性的ストレスの程度などに、コーピングの柔
軟性がどのように関与しているかが明らかになります（実験 6 か月後、12 か月後にフロー検査
を実施）。 
②縦断的質問紙研究： 疼痛に対するコーピングの柔軟性の程度が、慢性ストレス及び疼痛の主
観的症状の程度を予測できるかどうか検証しました。具体的には、以下の 2種の縦断的質問紙を
用いた研究を行いました。 
（a）人間ドックのデータを用いた研究： 人間ドックの受診者を対象に、健診結果のデータに、
コーピングの柔軟性とストレス反応を測定するための質問紙（マークシート 1枚）を加え、慢性
疼痛を患っている人々とコントロールを比較しました。初年度より 3 年間継続してデータを収
集しました。 



（b）慢性疼痛を患っている人々に対する調査： 使用する質問紙は、日常のストレスイベント
経験とストレス反応、慢性疼痛・疾患の症状、コーピングの柔軟性などによって構成されていま
した。研究デザインは、Cole and Maxwell（2003）や Wiedermann and Eye（2015）などによっ
て提唱されたものを使用しました。研究参加者は、前回の基盤研究から、労働組合を通じて毎年
データを収集しており、プールされている 750 名からリクルートしました。 
③介入研究に向けての予備研究： より柔軟なコーピングを用いるための訓練によって、主観的
ストレス及び疼痛症状が緩和するかどうか検証しました。より具体的に言えば、以下のようにな
ります。前回採択された基盤研究によって、柔軟なコーピング方略を獲得する訓練方法をマニュ
アル化し、そのマニュアルに従って、介入を実行しました。 
 
４．研究成果 
  
 上記の研究を実施した結果、柔軟なコーピング方略の使用が慢性疼痛によるストレスを緩和
し、その結果、慢性疼痛の主観的症状も緩和するという仮説が実証されました。 
 この研究成果は、以下のような研究波及効果や研究疑義があると考えられます。本研究の背景
となる 2過程理論は申請者によって提唱された理論であり、本研究を含めた申請者の研究は、こ
の 2過程理論に基づき、コーピングの柔軟性仮説を検証しようとするものです。ストレス研究者
の多くは、コーピングの柔軟性仮説が妥当であると経験的に知りながらも、柔軟性仮説の妥当な
立証方法が存在しない、という問題を抱えていました。この問題は、他の研究領域における柔軟
性の操作的定義と親和性の高い 2過程理論の出現により、解決され、その結果、コーピングの柔
軟性研究は、ここ 10 年間で、心理学の枠組みを超え、精神医学や認知神経科学など幅広い領域
で、注目を集めるようになりました。 
 本研究の重要な意義は、心理的アプローチに期待が寄せられている領域において、研究を実施
するという点です。加えて、多くの人々が慢性疼痛を患っており、その内の多くが医療機関を受
診していないことから、本研究結果の波及効果は大きいと予測できます。 
 本研究の副次的成果として、第三段階で収集している慢性うつ病患者のデータと比較するこ
とで、神経生理学的に類似したメカニズムを持つ、慢性ストレス、慢性疼痛、慢性うつ病との間
の心理学的類似性や相違性を明らかにできる可能性があります。さらなる展開として、慢性疼痛
を患っている人々の Quality of Life 向上に貢献する知見が得られるかもしれません。 
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